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研究成果の概要（和文）：本研究はオントロジー工学の適用による利用者行動モデルの整備およ

び関連するツールの研究開発を行うことで，タスク指向型メニューに基づくモバイルサービス

の実現を目指したものである．現状のモバイルサービスを分析し，専門家との協力によってモ

バイルサービスの利便性を高める効果を期待できる，タスク指向型メニュー方式を提案した．

提案方式に沿ったモバイルサービス提供のためのメニューを実際の規模で試作し，実環境下で

の実験を行って，提案方式が有用であることを確認した． 
 
 
研究成果の概要（英文）：Goal of this research is to realize task-oriented menu system for 
mobile service navigation. Task-oriented menu navigate a user to the service according to 
the situation of the user, not according to the domain to which the service belongs to. The 
applicant developed a prototype of the task-oriented menu system which contains mobile 
internet services with real scale. Experimental results show that the proposed system is 
effective to navigate users of the mobile phones. 
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１．研究開始当初の背景 
携帯電話サービスに代表されるモバイルイ
ンターネット環境が普及し，時間や場所を問
わずにネットワーク上のさまざまなモバイ
ルサービスを享受できるようになった．しか
し近年，事業者が提供するモバイルサービス

の数や種類が非常に増え所望のサービ        
スをメニューから簡単に見つけられない問
題が起きている． 
現状においてモバイルサービスは，「交通」
「銀行」などのように提供する情報が属する
領域(ドメイン)の名前を冠したメニュー(ド
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メイン指向型メニュー)で分類されており，
ユーザの利用状況を反映していないために
利用が難しくなっており，その利用がゲーム
や着信メロディ配信サービスなど，サービス
と領域名の対応が比較的分かりやすいもの
に現在は偏っている． 
この問題を解決するため申請者らは「タスク
指向型メニュー」を提案し実現可能性の検討
を行った．タスクとは，ユーザが問題解決の
ために実世界で行う行為のことである．タス
ク指向型メニューとは，ユーザが「したいこ
と」をメニュー階層の形にまとめたものであ
る．それらを状況に合わせてメニューから選
択することによって，ユーザは適切なモバイ
ルサービスサイトに誘導される．例えば「空
港行きのバスに乗りたい」ユーザは，「移動
する＞バスで移動する＞○○バス案内サー
ビス」のように，自分がしたいことをメニュ
ーから選択することで適切なサービスへと
誘導される．上述したようにモバイルサービ
スを利用するきっかけは「眼前の問題を解決
すること」であり，「解決のためにしたいこ
と」の選択によってサービスへと誘導される
タスク指向型メニューを実現することでモ
バイルサービスの利便性は高まると考えら
れる．  
 
 
２．研究の目的 
本研究はオントロジー工学の適用による利
用者行動モデルの整備および関連するツー
ルの研究開発を行うことで，タスク指向型メ
ニューに基づくモバイルサービスの実現を
目指す． 
タスク指向型メニューを実現するには，サー
ビス対象である一般消費者にとって必要な
モバイルサービスが何であるかを分析せね
ばならない．さらにその分析のためには，一
般消費者の行動モデル構築の基盤，即ち消費
者行動のオントロジーが必要である． 
オントロジーに関する従来の研究では機械
部品設計者の意図やプラントの動作原理，商
業活動における企業の活動など，客観的な記
述が容易な事象を対象としてきた．一方，消
費者行動という曖昧な概念を対象とするオ
ントロジー構築の試みは国内外共にほとん
ど見られない．申請者らが先鞭をつけたオン
トロジーとそれに基づくモデル構築につい
て，国内外で様々な問題を対象として研究が
行われている．例えば工学の設計分野におい
てはオントロジーに基づくモデルの相互運
用を目指す研究として Gruber らによる
SHADE(Shared Dependency Engineering), 冨
山 ら に よ る KIEF(Knowledge Intensive 
Engineering Framework)などが挙げられる．
また，企業体のビジネスプロセスを対象とす
る研究としては米国 MIT による Process 

Handbook プロジェクト[関連研究 3]，タスク
オントロジーを対象とする研究としては欧
州での CommonKADS 研究などが挙げられる．
本研究の対象は従来研究とは異なるため，対
象である消費者行動の分析方法の新規開発
とモデル構築の基盤となる新たなオントロ
ジーが必要である．さらに，上述の通りモバ
イルサービスは非常に数が多いため，タスク
指向型メニューの構築技術をモバイルサー
ビス事業者に技術移管することを前提とし
た技術開発も必須となる． 
 
 
３．研究の方法 
本研究は，平成 19 年度から平成 21 年度の 3
年間で実施した． 
 
本枠組みの構成要素は，3 つの種類に大きく
分けられる：(1)オントロジー設計者(＝申請
者)が構築を担当する，消費者行動や対象領
域(ドメイン)のオントロジー(2)モバイルサ
ービスの設計者(＝企業からの研究協力者)
が操作し，消費者の具体的モデルやモバイル
サービスを構築するためのモバイルサービ
ス構築支援インタフェース(3)モバイルサー
ビスのユーザが利用するモバイルサービス．
これら 3つの部分を関連付けての研究開発を
考えており，各年度で主に注力した部分と，
計画提案当初の達成目標について説明する． 
 
初年度である平成 19 年度には，消費者行動
知識の記述枠組みを提案することを目標と
した．申請者の所属する研究室にて研究が行
われてきたオントロジー工学の技術を限定
された対象に適用して消費者行動モデルを
構築し，新しい構築方法論を提案する．設定
した研究項目は次のとおりである． 
 
(1)従来検討されてきた，人工物の機能モデ
ルを記述する枠組みを消費者行動のモデル
記述に適用し適用可能範囲と限界を明らか
にする．研究目的の項で述べたとおりモバイ
ルサービスは非常に数が増えており，最終年
度までには大規模な対象への提案方式適用
の道筋をつけなければならない．同時に本研
究は全く新規の分野へオントロジー技術の
適用であるため，まずは対象を限定してオン
トロジー構築を行い，従来技術の適用可能性
を見極める．予備的研究の結果，消費者が移
動する，物を買う，といった状態変化が明示
的な消費者行動の記述には従来方式の適用
が比較的容易であるのに対して，問題発生に
対処する，暇をつぶすといったより抽象的な
行動記述のためには方式拡張が必要である
ことが確認されている． 
 
(2)上記(1)において方式の拡張が必要な部



 

 

分を中心に例題の収集と分析を行い，記述枠
組みの拡張方法について検討する．申請者ら
は予備的研究の過程にて，前述の役割分担が
本研究の遂行に適していると判断している．
オントロジー構築については基礎理論検討，
構築ツールの使用，および人工物のモデル記
述経験を持つ申請者が中心となって行う．ま
た，(1)で述べたとおり限定された範囲内で
のオントロジーおよびモデル構築を行う．現
在継続している予備的研究においてはテー
マパークでの消費者行動に範囲を限定して
おり，研究初年度はこの範囲でオントロジー
構築，構築フレームワークの提案，消費者分
析の枠組み提案を行って次年度以降の記述
対象拡張への道筋をつける． 
次年度以降の消費者知識記述の拡張を睨ん
で，ドメインオントロジーすなわち対象領域
の知識とタスクの知識を分けて構築する．一
般にタスクの知識は複数のドメインで再利
用することが可能である．例えば「移動する」
というタスク知識は，ドメインが変わっても
共通である．初年度にドメインをテーマパー
クに限定して記述した知識のうち，タスク知
識は，次年度以降ドメインを拡張しても再利
用可能であるため，初年度の成果を活用可能
である．また将来の実用化を目指してモバイ
ルサービスを提供する事業者との協力体制
を確立し，モデル構築の支援を得る． 
 
(3)モバイルサービスおよびそれを支える知
識を統合的に記述するためのインタフェー
スを設計する．申請者の所属する研究室では
オントロジー記述のためのツール「法造」の
研究開発を行っており，無償で成果を公開し
ている．法造の利用によって，消費者行動の
オントロジー記述が可能である．しかし法造
はあくまでオントロジーの記述ツールであ
り，消費者行動モデルを構築・分析するため
のツールおよびインタフェースが別途必要
である． 
なお，研究計画が当初どおりに進まない場合
について，研究計画について考えられる問題
点としては，新たなモデル記述方式の考案が
まず挙げられるが，実現性検討のための予備
研究において既に新手法を考案済みである．
また，その有効性評価については予備的な実
験を実施済みである．このため，限定的な範
囲を対象とした場合に，初年度の研究遂行に
おいては特に障害は無いと考えている．  
 
次に，平成 20 年度以降では，オントロジー
の構築と拡張および記述枠組みの評価実験
を実施することを計画した．第 2年度以降は，
初年度に提案の構築枠組みを将来の実用化
に向けて拡張･改良する． 年度当初に設定し
た研究項目は次のとおりである． 
(4)初年度の項目(2)において提案の記述枠

組みを用いて，消費者行動知識の構築と改良
を継続する．具体的には，記述の対象範囲を
消費者のテーマパークでの活動から一般の
消費活動へと広げる．申請者らは過去の研究
活動を通じてオントロジーの不備を検出し
修正する経験を十分積んでおり，専門家の協
力のもとで作業を進める． 
(5)初年度の研究項目(3)にて設計した，モバ
イルサービスの構築支援インタフェースを
試作する．試作においては，最終年度での評
価実験を考慮して，知識操作の容易性，イン
タフェースの操作性など，どの軸に力点を置
くか，この段階で決定する． 
 
(6)オントロジーに基づいて構築した消費者
行動モデルをモバイルサービスにマップす
る方式について検討する．消費者の行動モデ
ルは抽象的で，具体的なモバイルサービスと
は隔たりがある．この隔たりを越えて両者を
マップする仕組みを検討し方式提案する． 
 
研究計画が当初どおりに進まない場合につ
いて，ここで考えられる問題点としては，研
究対象の拡張の難しさと専門知識の不足が
挙げられる．本研究の協力予定者には実規模
のプラントを対象とした大規模オントロジ
ーの開発経験者が含まれており，大規模化を
進める時に発生する問題と解決に関する助
言が期待できる．助言に従って対象の規模を
適宜調節したいと考えている．また専門知識
についてはモバイルサービスに関して監修
を受ける予定の専門家に研究上の支援を求
めることで問題が解決できると考えている． 
 
加えて，20 年度以降においては，本研究の成
果についての評価実験も順次行うことを計
画した．年度当初に設定した研究項目は次の
とおりである． 
(7)提案枠組み全体を評価する．評価実験に
おいては，第 2 年度の項目(5)において試作
済みのインタフェースを用いる．構築したオ
ントロジー全体と，オントロジーとサービス
のマッピング方式(第 2 年度の研究項目(6))
については，領域の専門家，例えばモバイル
サービスのポータルサイトを運営する事業
者に依頼することを考えている．またインタ
フェースは，項目(5)において選定した軸に
沿って評価する． 
(8)消費者行動知識の構築と利用に関わる技
術を移転できるようにドキュメントおよび
データを整備する．オントロジーを構築する
技術の移転方式については研究例がほとん
ど無く，学術的にも新しい知見が得られると
期待される．実現性を検討した予備的研究に
おいて，既にモデル構築技術の一部を移転す
る実験を開始している．ただし，そこで用い
たオントロジー，モデル，モバイルサービス



 

 

構築のガイドライン，構築インタフェースな
どは非常に範囲を限定して，仮に作成したも
のである．最終年度までには移転すべき技術
のプロトタイプと呼べるレベルのものをそ
ろえて，上記項目(7)の評価実験と並行して
技術移転についても実験を行いたい． 
 
 
４．研究成果 
初年度である 19 年度においては，申請者の
所属する研究室にて研究が行われてきたオ
ントロジー工学の技術を限定された対象に
適用して消費者行動モデルを構築し，新しい
構築方法論を提案した．成果項目は次のとお
りである． 
(1)従来検討されてきた，人工物の機能モデ
ルを記述する枠組みを消費者行動のモデル
記述に適用し適用可能範囲と限界を明らか
にした．モバイルサービスは非常に数が増え
ており，最終年度までには大規模な対象への
提案方式適用の道筋をつけなければならな
い．同時に本研究は全く新規の分野へオント
ロジー技術の適用であるため，まず対象を限
定してオントロジー構築を行い，従来技術の
適用可能性を見極めた． 
(2)上記(1)において方式の拡張が必要な部
分を中心に例題の収集と分析を行い，記述枠
組みの拡張方法について検討した．オントロ
ジー構築については基礎理論検討，構築ツー
ルの使用，および人工物のモデル記述経験を
持つ申請者が中心となって行った．また，(1)
で述べたとおり限定された範囲内でのオン
トロジーおよびモデル構築を行った． 
(3)モバイルサービスおよびそれを支える知
識を統合的に記述するためのインタフェー
スを設計した．申請者の所属する研究室では
オントロジー記述のためのツール「法造」の
研究開発を行っており，無償で成果を公開し
ている．法造の利用によって消費者行動のオ
ントロジー記述が可能である．しかし法造は
あくまでオントロジーの記述ツールであり，
消費者行動モデルを構築・分析するためのツ
ールおよびインタフェースは別途必要であ
るためこれを設計した．        
 
次に，第 2 年度である 20 年度においては，
提案方式をさらに大規模なモデル構築に適
用し，モバイルサービス全体を対象としてタ
スク指向型に改良するための方式提案を行
った．並行してモデル構築に必要なソフトウ
ェアツールを設計し試作した．具体的には次
の 3つの課題に取組み成果を得た． 
(1)初年度に提案の記述枠組みを用いて，消
費者行動知識の構築と改良を継続した．具体
的には，記述の対象範囲を消費者のテーマパ
ークでの活動から一般の消費活動へと広げ
た．申請者らは過去の研究活動を通じてオン

トロジーの不備を検出し修正する経験を十
分積んでいたため，専門家の協力のもとで作
業を進めることができた．具体的には，一般
的な消費活動をほぼ含む「旅行」を対象とし
た消費者の行動モデルを構築することが出
来た． 
(2)初年度設計した，モバイルサービスの構
築支援インタフェースを試作した．試作にお
いては，最終年度での評価実験を考慮して，
知識操作の容易性，インタフェースの操作性
など，どの軸に力点を置くかを決定した．具
体的には，オントロジー構築ツール「法造」
の概念表示機能を用いて，オントロジー上の
知識からモバイルユーザの行動モデルテン
プレートを生成する方式を提案し，シミュレ
ートした． 
(3)オントロジーに基づいて構築した消費者
行動モデルをモバイルサービスにマップす
る方式について検討した．消費者の行動モデ
ルは抽象的で，具体的なモバイルサービスと
は隔たりがある．この隔たりを越えて両者を
マップする仕組みを検討し方式提案した．具
体的には，モバイルサービスへと利用者を誘
導するメニュー構造を試作し，実規模のサー
ビスを実際に割り付ける過程を実施して，提
案枠組みの実用性を確認し，同時に課題を洗
い出した． 
 
最後に，最終年度である平成 21 年度には提
案方式をさらに大規模なモデル構築に適用
し，モバイルサービス全体を対象とするタス
ク指向型メニューの試作と評価を行った．ま
た，研究全体に関する成果発表を進めた．具
体的には次の 3つの課題に取組んで成果を得
た 
(1)オントロジーに基づく消費者行動モデル
を実規模のモバイルサービス誘導システム
に適用し，実際の携帯電話上で動作するシス
テムを試作した．具体的には，約 9000 のサ
イトによってモバイルサービスを提供する
NTTdocomo 社の協力により，実際の i-mode サ
ービスと同じ規模のサービスを提供するシ
ステムのメニュー構造を，本研究の提案方式
で試作した．試作システムは携帯電話上で実
際に動作し，サービスサイトへ利用者を目的
に沿って誘導する． 
(2)上記(1)で試作したシステムを評価し，本
研究の枠組み全体についても評価した．具体
的には，上記(1)のシステムを，10 名の被験
者に日常生活の場面で利用させ，提案方式の
効果とシステムの課題点などを検討した． 
(3)消費者行動知識の構築と利用に関わる技
術を移転できるように，ドキュメントおよび
データを整備した．オントロジーを構築する
技術の移転方式については研究例がほとん
ど無く，学術的にも新しい知見が得られると
期待される．実現性を検討した予備的研究に



 

 

おいて，既にモデル構築技術の一部を移転す
る実験はあったが，そこで用いられているオ
ントロジー，モデル，モバイルサービス構築
のガイドライン，構築インタフェースなどは
非常に範囲を限定して，仮に作成したもので
あった．最終年度には移転すべき技術のプロ
トタイプと呼べるレベルのものをそろえて，
上記項目の評価実験と並行して技術移転に
ついても検討し，本研究の総括を行った．   
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